
杜のみやこ臨床化学研究会5ｔｈ 
～第1回～ 

この度、下記の内容にて研究会を開催することになりましたので、ご案内を申し上げます。 
ご多忙中とは存じますが、万障お繰り合わせの上ご出席賜りますようお願いいたします。 

どなた様もお気軽にご参加下さい。 

記 
< 日時 >  2019年10月12日（土） 14時00分 ～ 17時15分       

< 会場 >  東北医科薬科大学病院 大会議室 
       〒983-8512 仙台市宮城野区福室1-12-1  
< 参加費 >  500円   
< プログラム >  
◆開会挨拶 14：00～14：05   東北医科薬科大学病院 小堺 利恵 
◆メーカー講演 14：05～14：45     司会：東北医科薬科大学病院 小堺 利恵 
 タイトル：『梅毒の流行と最新動向』 
    講師：極東製薬工業株式会社 営業学術部 学術2課 高橋 徹先生        
   タイトル： 『糖鎖バイオマーカーM2BPGiについて ～肝疾患臨床での使われ方～』  
    講師：シスメックス株式会社 免疫営業推進部 宮本 和典先生 
                     ～休憩10分～ 
◆講演1 14：55～15：35     司会：仙台医療センター 播磨晋太郎 
 タイトル：ALP及びLDの常用基準法改定について  
 講師：塩釜医師会臨床検査センター 臨床検査室 赤間愼也技師 
 内容：2020年4月よりALPを、IFCC 法へ切り替えすることが発表されました。またLDも 
     ALPと同時期にIFCC法への移行が噂されています。本講演ではALP及びLDの 
     基礎とJSCC法とIFCC法で両者の違い、検査値への影響を講演して頂きます。 
                     ～休憩10分～ 
◆RCPC   15：45～17：15     司会：東北医科薬科大学病院 小堺 利恵 
 症例：「仕事中に背中の倦怠感を自覚した２０代男性」 
 症例提示・解説者：東北医科薬科大学 医学部 臨床検査医学教室 
                                 教授 髙橋伸一郎先生 
 回答者：仙台市立病院 小林航太技師   
 回答者：東北大学病院 髙橋昇之技師 
 内容：与えられたデータから最大の情報を引き出し、あるいは貴重な検査情報を見 
     逃すことなく引き出すための訓練として、RCPCは極めて有用とされています。 
     本セッションでは2名の回答者に発表してもらい、病態と検査値の関連性を考 
     えたいと思います。 
 主催：杜のみやこ臨床化学研究会  共催：（一社）宮城県臨床検査技師会 

協賛：極東製薬工業株式会社、シスメックス株式会社    日臨技生涯教育研修制度：専門20点 

裏面に続く 



※参加ご希望の方はE-mailで必ずお申込みをお願いします。 

お申し込みは2019年10月10日（木）まで受け付けます。期限を過ぎてのお申し
込みは、お断り致します。 

申し込み先：杜のみやこ臨床化学研究会 代表 小堺利恵 

E-mail：morinomiyako.2th@gmail.com 

ご施設名、ご芳名 、技師会会員番号、E-mailアドレスをお知らせ下さい。 

原則、連絡方法はE-mailです。参加受け付けの返信、また開催に関する連
絡をする場合がありますので、必ず連絡の取れるメールアドレスをお知らせ下
さい。※1度のメールで複数名の申し込みが可能です。 
 

 

東北医科薬科大学までの交通機関（ＪＲ仙台駅より） 

◎ＪＲ仙石線を利用 

 ＊塩釜・石巻方面に乗車 

     陸前高砂駅下車→徒歩７分 

◎仙台市営バスを利用 

 ＪＲ「仙台駅」西口（仙台アイリス青葉ビル前）５０番乗り場 

   ＊高砂市営住宅西行き 

     陸前高砂駅下車→徒歩７分 

   ＊蒲生（中野新町）行き 

     東北医科薬科大学病院入口下車→徒歩３分 

◎宮城交通バスを利用 

ＪＲ「仙台駅」西口（仙台アイリス青葉ビル前）５０番乗り場 

   ＊仙台港フェリーターミナル行き 

    （アウトレット、夢メッセみやぎ経由） 

     陸前高砂駅下車→徒歩７分 

※会場は、小松島キャンパス、若林区の東北医科薬科
大学 若林病院ではありませんのでご注意ください。以下
URLで福室キャンパスのアクセス方法を確認してください。 

http://www.tohoku-mpu.ac.jp/access/ 
それでもアクセス方法がわからない方は個別にご連絡を
お願いします。 

会場までのアクセス 

次回は2019年2月を予定しています。 
内容は病理検査担当者からのレクチャー、細菌検査担当者からのレクチャーをお願いしてい
ます。検査結果を多角的に見て判断し、結果値を保証することが求められる時代で、そのト
レーニングになる内容です。今後の研究会では品質保証、学会発表、統計についての講演
も企画しています。今後も様々な内容を予定しています。 

問い合わせ先： 代表 小堺利恵 
（東北医科薬科大学病院 検査部） 

                              E-mail：morinomiyako.2th@gmail.com 

個人情報の取り扱いについて 
ご記入いただきました個人情報は、参加登録のために利用し、他の目的のためには使用いたしません。 


